


































選択する能力 ･ 態度の育成」、｢ 職業に






































































身に付く要素 自己理解 生き方 職業知識･スキル リーダーシップ
軸となる視点 社会 組織・集団




















の 2 つの力と下記 24 の要素を示し、キャリア教育の到達目標に取り入れている。
「所求第一義」：常に究極の真理、至高の境地を求めよ（創立者 澤柳政太郎）
『自ら考え行動する力』： A. 多様性受容力（1. 協調性・2. 状況把握力・3. 客
観性・4. フレキ　シブル性）、B. 自律・主体性（5. 自発性・6. 向上心・7. 自
己統制・8. 自己効力）、C. 行動・実現力（9. フロンティア力・10. 実行力・
11. 働きかけ・12. 持続力） 
『実践的能力』： D. 創造力（13. 情報収集・14. ユニーク性・15. 創造力・
16. チャレンジ性）、E. 構築力（17. 計画性・段取り力・18. 企画力・19. 課























正課科目（全学共通教育科目 半期2単位 選択科目） 
キャリア形成概論Ⅰ/ キャリア形成概論Ⅱ/ スタート･プログラムⅠ（街づくり）/ ス 
タート･プログラムⅡ（企業提案）/ スタート・プログラムⅢ（起業）/ 時事英語Ⅰ / 
時事英語Ⅱ / ワークライフバランス論 / キャリアモデル・ケーススタディ / 業界企 
業分析論 / 職業選択論 / 時事問題研究 / 就業力実践 経済・会計・法律 / グーロバル













５.「職業選択論」授業実践（全 14 回の概要　2016 年度）
（1）オリエンテーション
　本科目の趣旨と概要を説明し、後半は履修者全員が自己紹介を行った。







































1.  経済的報酬 金銭的な部分
2. 社会･他者貢献 人の役に立つ、誰かが幸せになる喜び







































　CPS-J(Career Planning Survey - Japan) とは、職業興味検査と能力自己評価検査














































	 「キャリアモデル ･ケーススタディ」計 13 名（2015 年度）
実施時期：各科目授業最終回（第 14 回目）
方法：授業終了時にアンケート用紙を配付し回収
	 質問は 1 点から 5 点まで 5 ポイント評価（いつもあてはまる・しばしばあ
てはまる・時々あてはまる・たまにあてはまる・まったくあてはまらない）
結果














































1 就業力育成･認定プログラムのディプロマを取得したいから 2.67 2.5
2 単位がほしいから 1.94 2.1
3 ゲストの話を聴きたいから 4.33 4.2
4 ゲストと知り合いたいから 2.72 3.8
5 いろいろな人の生きかたに興味があるから 4.44 4.2
6 職業選択についてのノウハウを学びたいから 4.56 3
7 グループワークのスキルを身に付けたいから 4 3.8
8 なんとなく面白そうな授業だったから 3.72 3.9
9 周囲から勧められたから 1.56 1.2
10 この曜限が空いていたから 2.72 2.8
職 キャ
1 最終課題が思っていたよりも大変 2.83 4
2 グループワークが思っていたよりも大変 2.67 2.4
3 出逢えそうもないゲストと出逢えた 4.44 4.8
4 普段は聴けないゲストの話を聴けた 4.67 4.9
5 生きかたの幅が広がった 4.39 4.4
6 失敗についての観方が変わった 3.78 3.6
7 多様性の重要さを理解できた 4.22 4.4
8 予期せぬ（想定外の）の出来事が人生にはあることがわかった 3.94 4.6
9 生きかたの幅が拡がった 4.39 4.3
10 自分のキャリアの可能性が拡がった 4.28 4.3
11 人に優しくなれた 4.11 3.9
12 ビジネスマナーが身に付いた 3.28 3.4
13 知らない世界を観れた 4.44 4.5
14 将来が不安になった 2.94 2.9
15 就職が不安になった 2.94 3
16 自分のキャリアの見通しを持てた 3.11 3.1
17 よいクラスができた 4.44 4.5
18 普段知り合えない仲間（履修生）と活動ができた 4.83 4.6
19 自分の人生を実りあるものにしたいと思った 4.83 4.9
20 技術・スキル・能力も大切だが、人間力（態度・姿勢・意識）も大事だと気付いた 4.78 4.6
21 授業は14回では足りずもっと社会人の話が聴きたい 3.72 4.4





2 人生には理不尽なことも多く生き抜かなければいけないことがわかった 4.28 4.5
3 修羅場・正念場が誰にでもあることがわかった 3.94 4.5
4 生きる喜びを実感した 3.78 4.1
5 変化の激しい時代、技術・知識の陳腐化などにともない、常に変化に向き合うことが重要ということがわかった 4.28 4.5
6 人一人ひとりにドラマがあることがわかった 4.56 4.7
7 ねばならないという考えから解放された 3.56 3.8
8 自らを高めつづける力が必要だとわかった 4.44 4.6
9 自ら動機付けできる力が必要だとわかった 4.11 4.4
10 逆境に会ってもチャンスをつくる力がわかった 3.6 3.9
11 魅力的な人間になりたいと思った 4.73 4.8
12 人を大切にしたいと思った 4.73 4.9
13 生涯、学習し、成長し続けることの大切さがわかった 4.8 4.8
14 自分のこれまでの人生に自信を持てた 3.6 3.3
15 人の話を傾聴する力が身に付いた 4.27 4.2
16 人の深い部分の話を聴いて疲れた 2.6 2.8
17 自分も波瀾万丈な人生が訪れるのかと心配になった 3.2 3.4
18 変化をチャンスととらえ、自らチャンスを作りにいける 3.73 3.6
19 リスクがあってもチャンレンジしたいと思った 4.13 3.7
20 現状にとどまらず、継続的に成長し続けていきたい 4.53 4.3






















間、2 つのクラス間（同様の内容を 2 クラスで展開）での交流を活発に、LINE
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第 8･11 回目：職業興味検査（CPS-J) 詳細：株式会社日本マンパワー
 http://www.nipponmanpower.co.jp/ps/think/cpsj/
第 9･10 回目：金融講座実施：SMBC コンシューマーファイナンス株式会社
 http://www.smbc-cf.com/
